
2026年10月27日

発　行：日本共産党高槻市会議員団　きよた純子　
連絡先：議員団控室（市役所内）　
　　　　TEL072 - 674 - 7230　FAX072 - 674 - 3202　

No.15111 月号11 月号

食
料
品
の
み
１
％
の
消
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税
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み
１
％
の
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費
税

２
年
後
大
増
税

２
年
後
大
増
税

　

高
市
政
権
の
消
費
税

減
税
は
食
料
品
だ
け
１
％

に
、
２
年
後
に
は
８
％
へ

の
大
増
税
。
そ
の
際
、「
所

得
に
連
動
し
た
給
付
を
導

入
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

学
校
で
の
プ
ー
ル
の
授
業
に
つ
い
て

学
校
で
の
プ
ー
ル
の
授
業
に
つ
い
て

　
酷
暑
に
よ
り
水
泳
の
授
業
が
中
止
に
な
る
こ
と

で
子
ど
も
達
の
水
泳
体
験
が
減
っ
て
い
ま
す
。「
水

が
怖
い
」
と
感
じ
る
子
ど
も
が
増
え
、「
泳
げ
る
子
」

「
泳
げ
な
い
子
」
の
２
極
化
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

泳
ぐ
力
に
差
が
あ
る
今
の
状
態
は
、
子
ど
も
の
命

に
関
わ
り
ま
す
。
他
市
で
は
、
２
年
前
に
プ
ー
ル

の
授
業
中
に
死
亡
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
槻
市
で
は
学
校
水

泳
の
民
間
活
用
を
試
行
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
小
学
校
４
校
は
２
か
所

の
公
営
の
プ
ー
ル
で
実
施

を
さ
れ
、
６
校
は
１
か
所

の
民
間
プ
ー
ル
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

  

教
育
委
員
会
は
今
後
、

民
間
活
用（
室
内
プ
ー
ル
）

を
広
げ
て
い
く
方
針
。
し

か
し
、
民
間
事
業
者
は
撤

退
す
る
場
合
も
あ
り
、
継

続
性
に
課
題
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
学
校
水
泳
の
民

間
活
用
を
実
施
す
る
場
合

は
、
授
業
時
間
の
確
保
と

飲
食
業
な
ど
大
打
撃

学
校
プ
ー
ル
の
環
境

の
改
善
を

学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
と
保
護
者
へ
の
支
援

消
費
税
一
律
５
％
減
税

税
金
の
集
め
方
を
変
え
よ
う
！

日
本
共
産
党
の
提
案

学
校
水
泳
の
民
間
活
用

学
校
水
泳
の
民
間
活
用

対
象
は
「
現
役
世
代
の
働

く
中
低
所
得
者
」
で
全
国

民
の
１
割
程
度
。
９
割
に

は
増
税
だ
け
が
重
く
の
し

か
か
り
ま
す
。

　

食
料
品
の
減
税
だ
け

で
は
様
々
な
弊
害
が
。
飲

食
店
の
売
り
上
げ
は
税
率

10
％
の
た
め
、
食
料
品
と

の
差
は
９
％
に
。
農
家
は
、

農
機
具
や
肥
料
な
ど
は

10
％
負
担
で
す
が
、
作
物

を
納
め
る
際
の
消
費
税
は

１
％
に
。
飲
食
店
や
農
家

に
は
大
打
撃
で
す
。

　
消
費
税
一
律
５
％
減
税

の
財
源（
約
15
~
16
兆
円
）

は
「
富
め
る
者
に
課
税
」

す
れ
ば
十
分
確
保
で
き
ま

す
。

学
校
生
活
に
影
響
が
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

学
校
と
民
間
プ
ー
ル
の
移

動
時
間
が
長
く
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
な
ど
、
一
定

の
条
件
が
必
要
で
す
。

　
民
間
活
用
は
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。

　
学
校
水
泳
の
民
間
活
用

で
は
、
グ
ル
ー
プ
分
け
を

し
て
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
１
人
あ
た
り
15
人
か

ら
20
人
ほ
ど
の
児
童
を
担

当
す
る
な
ど
、
少
人
数
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

学
校
プ
ー
ル
で
も
少
人
数

指
導
が
で
き
る
よ
う
に
、

水
泳
指
導
の
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
の
派
遣
の
検
討
を

す
る
こ
と
。
学
校
プ
ー
ル

の
老
朽
化
に
つ
い
て
は
、

学
校
プ
ー
ル
の
新
設
・
改

築
、
上
屋
の
設
置
な
ど
の

検
討
も
同
時
に
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
教
育
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
い
る
「
あ
つ
ま
れ　

エ
ス
ぺ
の
も
り
」
は
「
遊

ぶ
、
か
た
る
、
わ
か
ち
あ

う
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
月
１
回
、
市
内
の
小

中
学
生
を
対
象
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
親
子
で
心
と
体
を

ほ
ぐ
す
創
作
活
動
や
運
動

等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画

し
、
昨
年
度
に
参
加
し
た

児
童
生
徒
は
20
人
（
延
べ

37
人
）。
保
護
者
は
19
人

（
延
べ
36
人
）
で
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
子
ど

も
達
へ
の
支
援
、
保
護
者

へ
の
支
援
の
必
要
性
の
認

識
を
深
め
た
と
し
、
今
年

は
「
エ
ス
ぺ
の
も
り　

保

護
者
会
」
が
、
心
理
士
な

ど
専
門
家
も
交
え
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
提
案

　
ど
こ
に
何
を
相
談
す

れ
ば
い
い
の
か
、
わ
か

ら
な
く
て
悩
ん
で
い
る

不
登
校
の
保
護
者
に

と
っ
て
、
家
以
外
の
場

所
で
子
ど
も
の
こ
と
を

話
せ
る
居
場
所
は
大
事

で
す
。

　
不
登
校
の
子
ど
も
は

昨
年
度
小
中
学
校
で

８
９
３
人
と
多
く
、「
エ

ス
ぺ
の
も
り
」
に
来
て

い
な
い
人
の
方
が
多
い

で
す
。

　
学
校
単
位
で
専
門
家

を
交
え
た
保
護
者
懇
談

会
の
開
催
が
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。
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介
護
保
険
は
来
年
４
月
か
ら
３
年
間
の
計
画

に
つ
い
て
国
の
審
議
会
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
10
月
６
日
に
高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
次
期
の
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
骨
子
案
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
質
疑
さ
れ
ま

し
た
。

主
な
「
３
大
改
悪
」
の
論
点

高
齢
福
祉
専
門
分
科
会
で
の
き
よ
た
議
員
の
発
言

介・護・保・険

①
利
用
料
２
割
負
担
の
対

象
拡
大

　
　
昨
年
１
２
月
の
審
議

会
で
厚
労
省
が
具
体

的
な
資
料
を
提
案
し

ま
し
た
が
、
反
対
意

見
、
慎
重
な
検
討
を

求
め
る
意
見
が
続
出
。

昨
年
中
に
決
着
が
つ

か
ず
、
今
回
の
介
護

保
険
法
の
改
正
に
は

盛
り
込
ま
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
政
府
は
引

き
続
き
検
討
を
継
続

さ
せ
、「
２
０
２
６
年

度
中
に
結
論
を
得
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

②
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化

　
　
今
回
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
有
料
化
は
見
送
り

に
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
の
運
動
の
成
果

で
す
が
、
厚
労
省
は
、

要
介
護
が
多
く
入
所

し
て
い
る
住
宅
型
有

料
老
人
ホ
ー
ム
に
「
登

録
制
」
を
設
け
、
そ

こ
に
相
談
支
援
の
利

用
料
を
課
す
こ
と
を

今
回
決
定
し
ま
し
た
。

サ
高
住
（
＝
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
）
に
も
同
様
の

仕
組
み
が
設
け
ら
れ

ま
す
。

③
要
介
護
１
、２
の
介
護

保
険
外
し

　
　

要
介
護
１
、２
の
生

活
援
助
等
を
、
自
治

体
ご
と
の
サ
ー
ビ
ス

の
格
差
や
給
付
抑
制

に
も
つ
な
が
る
総
合

事
業
に
移
行
す
る
案

で
す
。
こ
れ
は
３
年

前
に
引
き
続
き
、
今

回
も
実
施
見
送
り
に

な
り
ま
し
た
。
受
け

皿
と
な
る
総
合
事
業

の
整
備
が
全
国
的
に

進
ん
で
い
な
い
こ
と

が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

利
用
者
負
担
増
は

絶
対
阻
止
を

介
護
職
員
の

　
　
　
人
手
不
足

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
介
護
保
険
を
利
用

し
て
い
な
い
理
由
と
し

て
「
利
用
料
を
払
う
の
が

難
し
い
」
と
答
え
た
人
が

前
回
調
査
よ
り
２
．
６
％

増
の
５
．
６
％
に
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
き
よ
た

議
員
は
「
介
護
利
用
料
を

負
担
で
き
な
い
こ
と
を
理

由
に
介
護
の
利
用
を
控
え

る
実
態
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
」
を
質

問
。
市
は「『
本
人
に
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
の
希
望
が
な

い
』
は
２
．
７
％
増
加
し

て
お
り
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

理
由
は
様
々
な
も
の
が
あ

る
と
考
え
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。
き
よ
た
議
員
は

２
０
１
５
年
に
一
部
の
高

齢
者
に
２
割
負
担
が
導
入

さ
れ
、
２
０
２
１
年
に
補

足
給
付
の
見
直
し
な
ど
に

よ
っ
て
「
こ
の
間
、
負
担

は
確
実
に
増
え
て
い
る
。

実
際
に
利
用
料
が
負
担
で

き
ず
に
介
護
保
険
の
利

用
を
控
え
て
い
る
人
に
、

も
っ
と
心
を
寄
せ
る
べ
き

だ
。
国
が
新
た
な
費
用
負

担
の
引
き
上
げ
を
狙
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
以
上
の
負

担
を
増
や
さ
な
い
よ
う
、

市
と
し
て
努
力
し
て
欲
し

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
べ
で

は
、
２
０
２
５
年
度
の

全
産
業
平
均
と
介
護
職

員
の
給
与
の
格
差
は
月

８
万
２
千
円
で
、
依
然
と

し
て
低
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
き
よ
た
議
員
は

「
福
祉
・
介
護
人
材
の
確

保
及
び
定
着
、
課
題
と
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
」
を
質
問
。
市

は
「
国
に
対
し
支
援
策
を

講
じ
る
よ
う
要
望
し
て
い

る
。
市
で
は
、
介
護
事
業

所
の
資
質
向
上
を
目
的
と

し
た
研
修
会
の
実
施
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
魅
力

発
信
を
行
う
な
ど
、
人
材

確
保
と
定
着
の
支
援
に
取

り
組
む
」と
答
え
ま
し
た
。

　
き
よ
た
議
員
は
「
急
速

に
進
む
高
齢
化
に
対
し
、

国
の
対
応
は
追
い
つ
い
て

い
な
い
。
全
額
国
費
を
投

入
し
て
、
早
急
に
全
産
業

平
均
並
み
の
賃
金
に
引
き

上
げ
る
こ
と
が
必
要
。
国

に
要
望
し
、
市
と
し
て
も

踏
み
込
ん
だ
対
応
を
」
求

め
ま
し
た
。


